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鈴
木

昌
太
さ
ん（
平
４
法
）

４
年
次
で
初
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
か
ら
１９
回
目
で
念
願
が

か
な
い
ま
し
た
。
両
親
の
協

力
が
な
け
れ
ば
勉
強
を
続
け

る
こ
と
も
合
格
す
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
も

に
合
格
を
喜
び
合
え
る
日
が

来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
７
年
連
続
で
短
答

式
試
験
に
合
格
し
て
い
る

間
、
論
文
式
試
験
に
合
格
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
原
因
を

つ
か
め
ず
、
そ
の
後
短
答
式

試
験
に
も
合
格
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
短
答

式
試
験
に
合
格
で
き
な
か
っ

た
３
年
間
に
も
う
一
度
時
間

を
か
け
て
勉
強
方
法
を
見
直

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
合
格
す
る
た

め
に
自
分
が
な
す
べ
き
こ
と

は
そ
う
多
く
は
な
い
こ
と
に

気
が
つ
き
ま
し
た
。
自
分
の

な
す
べ
き
こ
と
が
決
ま
っ
て

か
ら
は
、
受
験
勉
強
自
体
は

１
日
５
、
６
時
間
で
済
ま

せ
、
残
り
の
時
間
は
法
律
雑

誌
や
論
文
を
読
み
流
し
て
い

ま
し
た
。
結
果
が
出
な
い
時

こ
そ
、
冷
静
に
自
分
を
見
つ

め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
知
り

ま
し
た
。

「
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い

こ
と
」
。
こ
の
言
葉
を
後
輩

の
皆
さ
ん
に
贈
り
ま
す
。

司
法
試
験
、
公
認
会
計
士
試
験
の
「
２
０

０
９
年
度
合
格
者
祝
賀
会
」
が
１２
月
１４
日
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
日
髙
義

博
理
事
長
・
学
長
、
ゼ
ミ
の
指
導
教
員
ら
約

７０
人
が
出
席
し
、
難
関
を
突
破
し
た
合
格
者

た
ち
を
祝
福
し
た
∥
写
真
。

今
年
度
は
合
格
率
０
・
６
％
の
超
難
関
と

な
っ
た
旧
司
法
試
験
に
鈴
木
昌
太
さ
ん
（
平

４
法
）
が
合
格
し
た
ほ
か
、
新
司
法
試
験
に

１７
人
、
公
認
会
計
士
試
験
に
在
学
生
７
人
を

含
む
１２
人
が
合
格
し
た
（
公
認
会
計
士
試
験

の
合
格
者
数
は
１２
月
１４
日
現
在
判
明
分
）。

日
髙
理
事
長
・
学
長
は
「
創
立
１
３
０
年

の
節
目
の
年
に
多
く
の
合
格
者
を
輩
出
す
る

こ
と
が
で
き
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
合
格

者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
こ
れ
か
ら
が
正
念

場
で
す
。よ
り
良
き
法
曹
、会
計
人
と
な
り
、

専
修
大
学
の
名
を
高
め
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。
ま
た
、
合
格
者
に
は
大
学
と
専

修
大
学
法
曹
会
、
専
修
大
学
会
計
人
会
か
ら

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

◆
旧
司
法
試
験

鈴
木
昌
太
さ
ん
（
平
４
法
、

梅
本
吉
彦
ゼ
ミ
、
茨
城
県

日
立
第
一
高
）

◆
公
認
会
計
士
試
験

石
坂
亮
太
さ
ん
（
経
済
３
、

田
中
隆
之
ゼ
ミ
、
東
京
都

小
松
川
高
）

服
部
彰
男
さ
ん
（
商
３
、
神

奈
川
県
横
浜
商
業
高
）

富
樫
和
之
さ
ん
（
商
３
、
東

京
都
東
大
和
南
高
）

篠
原
佑
介
さ
ん
（
商
４
、
計

修
会
、
栃
木
県
白
鷗
大
学

足
利
高
）

塚
田
純
平
さ
ん（
商
４
、計
修

会
、茨
城
県
水
戸
商
業
高
）

渡
辺
謙
さ
ん
（
商
４
、
東
京

都
専
大
附
属
高
）

六
車
明
紘
さ
ん
（
商
４
、
奥

西
康
宏
ゼ
ミ
、
北
海
道
東

海
大
学
付
属
第
四
高
）

小
泉
誉
幸
さ
ん
（
平
２１
商
、

千
葉
県
千
葉
敬
愛
高
）

小
澤
寛
之
さ
ん
（
平
２１
商
、

静
岡
県
掛
川
西
高
）

揚
野
晃
子
さ
ん
（
平
１７
商
、

鹿
児
島
県
川
辺
高
）

沼
田
真
澄
さ
ん（
平
１６
経
営
、

静
岡
県
静
岡
学
園
高
）

日
浦
康
介
さ
ん
（
平
１５
文
、

神
奈
川
県
弥
栄
東
高
）

旧
司
法
試
験
合
格
者
と
公
認
会
計
士
試
験
合
格
者
の

う
ち
９
人
に
、
目
指
し
た
き
っ
か
け
、
試
験
勉
強
の
コ

ツ
、
後
輩
た
ち
へ
の
エ
ー
ル
な
ど
を
聞
い
た
。

石
坂

亮
太
さ
ん（
経
済
３
）

何
か
打
ち
込
む
こ
と
を
見

つ
け
よ
う
と
会
計
士
講
座
に

入
り
ま
し
た
。
成
績
が
伸
び

な
か
っ
た
時
期
に
講
師
の
先

生
に
相
談
し
て
勉
強
方
法
を

見
直
し
ま
し
た
。
①
１
週
間

に
解
く
問
題
量
を
決
め
、
計

画
的
な
勉
強
を
意
識
す
る
②

苦
手
分
野
か
ら
優
先
し
て
解

く
③
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

れ
ば
メ
モ
を
残
し
、
必
要
な

内
容
で
あ
れ
ば
解
決
す
る
。

打
ち
込
む
こ
と
は
、
人
そ

れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
部

活
や
資
格
試
験
な
ど
自
分
が

興
味
を
持
て
る
も
の
が
あ
れ

ば
そ
れ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

服
部

彰
男
さ
ん
（
商
３
）

入
学
式
後
の
講
座
ガ
イ
ダ

ン
ス
で
公
認
会
計
士
と
い
う

職
業
を
知
り
、
受
験
し
て
み

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

勉
強
は
「
答
練
」
（
本
番

形
式
で
行
わ
れ
る
模
擬
試

験
）
を
繰
り
返
す
、
参
考
書

を
読
み
込
ん
で
理
論
を
理
解

す
る
、
の
２
つ
を
基
本
に
、

理
解
し
て
き
た
ら
実
際
に
書

い
て
、
身
に
つ
け
る
よ
う
に

し
て
い
ま
し
た
。
リ
ラ
ッ
ク

ス
す
る
時
間
を
作
る
こ
と
も

必
要
で
、
「
や
る
と
き
は
や

る
、
や
ら
な
い
と
き
は
や
ら

な
い
」
の
徹
底
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

富
樫

和
之
さ
ん
（
商
３
）

日
商
簿
記
１
級
合
格
を
目

標
に
勉
強
し
始
め
ま
し
た

が
、
２
級
合
格
後
、
よ
り
高

く
目
標
を
設
定
し
よ
う
と
、

公
認
会
計
士
試
験
に
向
け
た

勉
強
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

大
切
な
の
は
毎
日
勉
強
を

続
け
る
こ
と
。
私
は
１
日
の

勉
強
量
を
決
め
、
終
わ
っ
た

ら
休
む
と
い
う
ス
タ
イ
ル

で
、
継
続
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
き
ま
し
た
。
ほ
か
の
人

の
こ
と
も
気
に
な
る
と
思
い

ま
す
が
、
自
分
流
を
貫
く
こ

と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

篠
原

佑
介
さ
ん
（
商
４
）

親
が
税
理
士
だ
っ
た
影
響

も
あ
り
、
税
理
士
や
会
計
士

の
仕
事
に
興
味
が
あ
り
ま
し

た
。
試
験
を
突
破
し
、
家
族

が
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

勉
強
は
苦
手
分
野
を
作
ら

な
い
よ
う
に
毎
日
、
す
べ
て

の
科
目
に
触
れ
る
よ
う
、
勉

強
時
間
の
割
り
当
て
を
工
夫

し
ま
し
た
。ま
た
、「
計
修
会
」

で
同
じ
目
的
を
持
っ
た
仲
間

と
出
会
え
た
こ
と
も
良
か
っ

た
で
す
。
仲
間
と
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
覚
え

た
知
識
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す

る
こ
と
で
よ
り
深
い
理
解
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

塚
田

純
平
さ
ん
（
商
４
）

公
認
会
計
士
試
験
突
破
を

目
指
す
勉
学
団
体「
計
修
会
」

に
所
属
し
、
勉
強
は
基
本
的

に
大
学
で
行
っ
て
い
ま
し

た
。
講
義
や
答
練
な
ど
で
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
時

に
は
、
す
ぐ
に
先
生
や
仲
間

に
聞
き
、
疑
問
を
持
ち
越
さ

な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

し
た
。「
計
修
会
」の
仲
間
は

互
い
に
切
磋
琢
磨
で
き
る
存

在
で
、励
み
に
な
り
ま
し
た
。

試
験
に
合
格
し
、
多
く
の

方
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
周
り
の
方
へ
の
感
謝
を

忘
れ
ず
に
頑
張
り
ま
す
。

渡
辺

謙
さ
ん
（
商
４
）

監
査
の
み
で
な
く
、
株
式

公
開
な
ど
、
社
会
の
幅
広
い

分
野
で
生
か
す
こ
と
が
で
き

る
資
格
だ
と
知
り
、
公
認
会

計
士
を
目
指
し
ま
し
た
。
難

し
い
問
題
を
解
け
る
よ
う
に

な
る
の
で
は
な
く
、
基
本
的

な
問
題
を
適
切
に
理
解
し

て
、
す
ば
や
く
解
け
る
よ
う

に
と
心
が
け
て
き
ま
し
た
。

一
番
大
事
な
の
は
合
格
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
だ
と
思

い
ま
す
。
後
輩
た
ち
に
は
強

い
気
持
ち
を
持
っ
て
、
挑
戦

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

六
車

明
紘
さ
ん
（
商
４
）

初
め
は
資
格
取
得
を
目
指

し
た
簿
記
の
勉
強
が
中
心

で
、
本
格
的
に
会
計
士
試
験

に
取
り
組
ん
だ
の
は
２
年
次

か
ら
。
そ
こ
で
、
長
期
的
な

勉
強
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て

る
、
１
日
に
全
７
科
目
を
勉

強
す
る
、
一
つ
の
教
材
で
徹

底
的
に
勉
強
す
る
、
の
３
点

を
心
が
け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
勉
強
は
継
続
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
が
、
長
期

間
に
わ
た
る
勉
強
期
間
を
乗

り
切
る
た
め
に
は
、
時
に
は

思
い
切
り
遊
ぶ
な
ど
、
メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
る
こ
と
も
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

沼
田

真
澄
さ
ん
（
平
１６
経

営
）大

学
時
代
に
友
人
か
ら
会

計
士
と
い
う
職
業
を
教
わ

り
、
３
年
次
か
ら
勉
強
を
始

め
ま
し
た
。
当
時
、
開
講
さ

れ
た
ば
か
り
の
会
計
士
講
座

を
受
講
し
、
卒
業
後
は
監
査

法
人
で
働
き
な
が
ら
勉
強
し

て
き
ま
し
た
。
会
社
に
は
本

学
Ｏ
Ｂ
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

り
、
上
司
や
先
輩
の
励
ま
し

が
支
え
に
な
り
ま
し
た
。

合
格
に
向
け
て
は
、
苦
手

分
野
を
作
ら
な
い
こ
と
が
肝

心
で
す
が
、
何
よ
り
も
あ
き

ら
め
な
い
で
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

文
学
部
日
本
文
学
文
化

専
攻
で
は
、
板
坂
則
子
ゼ

ミ
を
中
心
に
２
０
０
３
年

か
ら
韓
国
や
イ
タ
リ
ア
の

大
学
と
の
間
で
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
リ
ア
ル

タ
イ
ム
共
同
授
業
を
行
っ

て
い
る
。

１２
月
１
日
に
は
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
の
同
ゼ
ミ
生
４０

人
が
参
加
し
、
ド
イ
ツ
の

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学

「
日
本
学
」
研
究
者
、
ギ

ド
ー
・
ウ
ォ
ル
デ
リ
ン
グ

特
別
教
員
お
よ
び
学
生
３０

人
と
ネ
ッ
ト
共
同
授
業
を

１
時
間
半
に
わ
た
っ
て
展

開
し
た
。

ド
イ
ツ
と
の
時
差
は
８

時
間
。
日
本
時
間
午
後
３

時
５０
分
、
独
時
間
午
前
７

時
５０
分
に
授
業
が
ス
タ
ー

ト
。テ

ー
マ
は
「
若
者
と
文

学
」
。
同
テ
ー
マ
の
授
業

は
７
月
か
ら
１
月
ま
で
に

４
回
行
わ
れ
、
半
期
を
か

け
た
共
同
研
究
の
か
た
ち

を
取
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
大
学
で
は
、
新

し
く
大
教
室
に
導
入
し
た

ネ
ッ
ト
会
議
シ
ス
テ
ム
を

使
い
、
情
報
機
器
利
用
の

革
新
的
な
授
業
方
法
と
し

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
取

り
上
げ
て
お
り
、
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

ま
ず
専
大
生
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
▽
「
江
戸

文
学
作
品
に
描
か
れ
た
若

者
」
▽
「
日
本
文
学
と
恋

愛
～
現
実
と
恋
愛
小
説
の

関
連
性
に
つ
い
て
」
の
発

表
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
生
の
▽

「
黒
澤
明
監
督
の
『
羅
生

門
』と
芥
川
龍
之
介
の『
羅

生
門
』」
▽
「『
電
車
男
』

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ラ
ム
文
化
」
▽
「
映
画

『
バ
ル
ト
の
楽
園
』
に
よ

る
ド
イ
ツ
人
像
」
の
３
発

表
が
行
わ
れ
た
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
生

か
ら
の
「
純
愛
を
巡
る
小

説
は
な
ぜ
、
日
本
の
若
者

に
人
気
が
あ
る
の
か
」
な

ど
、
双
方
か
ら
活
発
な
質

問
が
出
た
。
授
業
に
日
本

側
か
ら
参
加
し
た
ド
イ
ツ

人
留
学
生
の
メ
ン
デ
ィ
・

シ
ュ
ー
マ
ン
さ
ん
（
大
学

院
文
学
研
究
科
歴
史
学
専

攻
博
士
後
期
課
程
）は「
同

じ
日
本
文
化
を
学
ぶ
日
本

と
ド
イ
ツ
の
交
流
は
素
晴

ら
し
い
試
み
だ
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
た
。

学
生
た
ち
は
、
海
外
の

研
究
者
や
日
本
文
学
・
文

化
を
専
攻
す
る
学
生
た
ち

と
の
共
同
授
業
で
、
専
門

分
野
を
多
角
的
に
学
べ
る

と
い
う
成
果
を
得
て
い

る
。

文
・
板
坂
ゼ
ミ

難関突破の皆さんを祝福

海海外外学学生生とと同同時時共共同同でで学学ぶぶ
「日本学」でドイツの大学とネット授業

「
決
し
て
あ
き
ら
め
ず
」

基
本
問
題
は
す
ば
や
く

計
画
的
な
勉
強
を
意
識

自
分
流
を
貫
く
大
切
さ

メ
リ
ハ
リ
つ
け
て
勉
強

計
修
会
の
仲
間
と
鍛
錬

２
つ
の
基
本
に
忠
実
に

▲ ドイツと結んだ共同授業で発表す

る板坂ゼミ生ら。右は板坂教授

疑
問
を
持
ち
越
さ
な
い

上
司
、先
輩
の
支
え
が
力

※
新
司
法
試
験
合
格
者
の
氏
名
は
１０
月
号
に
掲
載
済
み
で
す

（
カ
ッ
コ
内
は
在
学
・
卒
業
年
学
部
、所
属
ゼ
ミ
・
勉
学
団
体
、出
身
高
校
）
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